
























結果と 1 号墓・ 2 号墓が 7 メートルほどの極めて近い距離で造









らかにすることを目的とする。以下、まず 1 号墓と 2 号墓の概
要について説明する。
1 　安崗 1号墓の概要
（ 1 ）墓口と埋葬施設（第 1 図）
　安崗 1 号墓は、煉瓦工場の土取に伴い、一部を破壊された形
で発見された。墓坑は平面形を長方形とする竪穴で、壁面はほ
ぼ垂直である。規模は墓口で南北 5.52 m、東西 4.8 m、墓底で








　埋葬施設は木槨・木棺である。木槨は長さ 4.57 m、幅 2.27 
m、高さ 1.95 m を測る。内部は頭箱と棺室に分かれる。棺室に
は木棺が置かれている。木棺は二重になっている。外棺は方形
で長さ 2.51 m、幅 1.3 m、高さ 1.25 mを測る。内棺はいわゆ
る懸底弧棺で、長さ 2.12 m、幅 0.88 m、高さ 0.91 mを測る。
被葬者は仰身伸展葬で、埋葬時にはアンペラで死体をくるんで

















（ 1 ～ 6 ）。鼎には獣骨が入っていた。最も大きな鼎のうち、 1
点には牛骨、いま 1 点には豚骨が入っていた。中型の鼎のうち、
1 点には牛骨と羊骨、いま 1 点には牛骨がはいっていた。もっ
とも小型の鼎では 2 点とも羊骨が入っていた。また肉類をすく
う匙も副葬されていた（ 8 ）。このほか煮炊器には鐎壺があり、












②　楽器（第 3 図 1 ～ 3 ）
　懸鼓（ 1 ）、笙（ 2 ）、琴（ 3 ）が副葬されている。いずれも
頭箱から出土している（第 6 図）。
③　車馬具（第 3 図 4 ～11）
　車器としては車傘（ 4 ）と車轄 3 組（ 5 ～ 7 ）が副葬されて




　戈は柄が付いて状況で 3 点が出土している（ 1 ～ 3 ）。剣は鞘
がつき、箱に入った状況で副葬されていた（ 4・ 5 ）。このほか、
弓（ 9 ～14）、矢（16）、箙（16・17）、弩（ 8 ）が副葬されてい
た。頭箱と辺箱東側から出土している（第 6 図）。
⑤　日用具（第 5 図 1 ～14）
　日用品としては刀子 2 点（ 1・ 2 ）、削刀（ 3 ）、櫛（ 4 ）、扇








































































（ 1 ）墓口と埋葬施設（第 7 図）
　安崗 2 号墓は、安崗 1 号墓の発掘中にボーリング調査で発見
された。墓坑は平面形を長方形とする竪穴で、南側に墓道が付
設されていた。墓坑は墓口と墓底で同じ大きさで南北 4.6 m、
東西 2.8 m を測り、深さは現状で 4.35 m である。墓道は確認








　埋葬施設は木槨・木棺である。木槨は長さ 3.58 m、幅 2.3 
m、高さ 1.47 m を測る。内部は頭箱と棺室に分かれる。棺室に
は木棺が置かれている。木棺は二重になっている。外棺はいわ
ゆる懸底弧棺で、長さ 2.3 m、幅 1.1 m、高さ 0.95 mを測る。
内棺は方形で長さ 1.98 m、幅 0.57 m、高さ 0.55 m を測る。
被葬者は仰身伸展葬で、埋葬時にはアンペラがひかれていた。
　槨室の上部からは、牛骨と木器が出土している。第 7 図 A か
らは牛骨と木棒（第 7 図 1 ）、木盒（第 7 図 2 ）、第 7 図 B から












（ 2 ）副葬品（第 8 図～第10図）
　副葬品は、祭儀用具、楽器、車馬具、武器、日用品、葬祭具、
玉石器に分類される。





鼎は同型のものが 2 点副葬されていた（ 1 ～ 2 ）。盛食器では、
同型の敦が 2 点出土している（ 3・ 4 ）。酒器では同型の壺が 2
点出土している（ 5・ 6 ）。水器では匜（ 7 ）と盤（ 8 ）が出土
している。
　木祖は肉などの食品を盛る木製の器物で、大型のもの（ 9 ・
10）と小型のもの（11・12）があり、前者が 2 点、後者が 4 点
副葬されている。













④　日用具（第 9 図 1 ～12）
　日用品としては銅鏡（ 1 ）、櫛（ 2 ）、帯鈎（ 2 ）、竹枕（ 4 ）、
脇息（ 5 ・ 6 ）が副葬されていた。いずれも頭箱から出土して
いる（第10図）。





















































































































3 　安崗 1号墓と 2号墓の比較




　墓坑規模を比較すると、 1 号墓が長さ 6.1 m、幅 4.5 m、 2
号墓が長さ 4.6 m、幅 2.8 m で、 1 号墓が 2 号墓よりも一回り
大きくなっている。
　槨室構造はいずれも頭箱と棺室で、同じである。槨室の規模
は、 1 号墓が長さ 4.5 m、幅 2.3 m、 2 号墓が長さ 3.6 m、幅 
2.3 m で、幅は同じで、長さは 1 号墓の方が 90 cm 長い。頭箱
と棺室の規模を見ると、 1 号墓が頭箱 1.3 m、棺室 2.5 m、 2
号墓が頭箱 0.72 m、棺室 2.5 m となっており、棺室の規模は
同じで、頭箱の規模が異なることがわかる。
　木棺は 1 号墓・ 2 号墓とも外棺・内棺の二重である。 1 号墓
は外棺が方棺、内棺が懸底弧棺、 2 号墓は外棺が懸底弧棺、内
棺が方棺で、両者の構造は異なる。ただし外棺の大きさでは、 1
号墓が長さ 2.51 m、幅 1.3 m、 2 号墓が長さ 2.3 m、幅 1.1 
m で、両者はほぼ同じ大きさである。






































　安崗 1 号墓・ 2 号墓の祭儀用具では、青銅礼器セット（鼎・
敦・壺・匜・盤）、木祖、豆が共通しており、これが祭儀用具の
基本となっていると考えられる。特に食物を供献する器種は 2




　まず第 1 点目としては、器種が安崗 1 号墓のほうが多いこと













　 2 点目としては、点数の違いがあげられる。青銅礼器では、 1
号墓が 2 号墓よりも多い。両者で共通する器種を比べると、鼎
では 1 号墓の方が 2 セット 4 点多く、敦は同数だが、壺は 1 セッ
ト 2 点多い。木祖は 1 号墓が 2 点多い。木製飲食器では、豆は
同数だが、 2 号墓では蓋豆 2 点分が多くなっている。従って全
体として見れば、 1 号墓の方が点数が多いことがわかる。
　以上のように、祭儀用具を検討すると、 1 号墓と 2 号墓では
共通点と相違点が認められた。この点については、次のように
考えたい。




とになる。つまり 1 号墓の祭儀で供献された飲食物の量が、 2
号墓よりも多かったため、副葬された祭儀用具の点数に違いが




　 1 号墓と 2 号墓で基本的な祭儀用具が共通していることから、
男女により実施された祭儀は基本的には一致していたと考えら
れる。ただし、両者を比較した場合、 1 号墓の方が器種、副葬





















































































　まず埋葬施設であるが、墓坑や木槨は 1 号墓の方が 2 号墓よ
りもやや規模が大きかった。ただし死体を納める木棺やその木











1 号墓が、女性である 2 号墓よりも、点数や器種が多かったこ
とが認められた。




































によると考えられる。玉石器については、 1 号墓が 2 号墓より
も種類・点数ともに多いが、基本的には葬送に用いられるもの
であることからすれば、社会的な規制よりも、個別的な任意性
が強い副葬品であると考えられる。
おわりに
　最後にここまで検討してきたことをまとめてみたい。
　本稿では、夫婦墓と考えられる安崗楚墓を資料として、その
差異を検討することを通して戦国時代中期の墓制を明らかにす
ることを目的とした。
　安崗楚墓では、墓葬規模・副葬品の内容は基本的には一致し
ており、同一の社会階層の場合、男女間では墓制に違いが生じ
ないことが明らかになった。ただし、祭儀に用いられた祭儀用
具や楽器、また車馬具では男姓の方が数量・器種が多いこと、ま
た武器は男性墓にのみ副葬されていることなどから、祭儀用具
や楽器、車馬具、武器には被葬者の社会的な地位をもとに、葬
儀主宰者によりその内容が決められたことが想定された。それ
に対して、被葬者の社会的な地位との関係が薄く、葬儀主宰者
により任意に定められる副葬品もあり、日用品、葬祭具、玉石
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器などがこれにあたる。
　このように戦国時代中期の墓葬は、被葬者の社会的な地位を
反映するものと、それとは関係が薄く任意に定められたもので
構成されていることが明らかになったが、全体としては社会的
な地位を反映する器物の比重が高いと考えられる。なかでも副
葬品の中心をなしていたのは被葬者の性別を問わず祭儀用具で
あり、その中でも比重が高かったのは青銅礼器であった。この
ような墓葬のあり方は、西周時代以来の伝統であり、冒頭の兪
偉超の言葉を借りれば「周制」として理解することができる。
　しかし、このような墓制は、秦漢時代に入ると墓葬が死者の
住居であると考えられようになったことから、大きく変化して
「漢制」へと移行して行くこととなる。その過程を検討すること
が、今後の課題である。
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